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当町、 中．さんは捜索外宿泊大学の助手で、公務員の中国連航に政府の許可がT.;かなかおり4よかった
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木よりも木らしい、石に住む。
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令住友金属鉱山稼式会社
・この広告について：晶匂止の声量記聞かぜ〈ださも、

性重量昌也山肌武企祉制開館広帽宜守105•車111.t!I&簡略5丁目11書3号含凶（3436）狩01ヘ

私たち のl•Iは、木の同なのである。松、杉、輪、様、畿なと、 建ζ
加 工 に�した木材 lま多い。 同 じ、木々の�. �� かなlfil、スウ ェ － fン
で生まれ、 私たち 住友金属鉱山が開発 し てきた 建 築 材 料 があ
る。ALCシポレックスがそれだ。 ケイ石やおl火、 セメントな
どで i告られ る。 耐火性に優れ、経況で強L 、 。 1:·ril‘断熱t'Iを持ち、
iW立；凋主主にも効 中 が良L、。 結保Uま無＊�で、しかもl'H：・ 伝 え に
くt 、 。木よりも木の良さを持ち、さらに木の弱点をヵ， ー して
t 、る。 引を セ 11； ＼科とした現代の木材、シポレックス。 今、4弘た ぢ l;l:、
ニの シポレックス！： if[fi'�鉄ftを組み 合 わせた、 2 11Hし の キ ン
セ プ ト ｛ I：官、スペ リオホームを 誕生させ、 新しい（� 文化f:11m の

ため、ライフ＆スペースの分野を、般極的に切りtr. l、ていどす。

（時を超えてゆく、技術があります沿


